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三
芳
町
消
防
団

高た
か
や
ま山 

誠せ
い
じ二 

団
長

　

ま
ず
、
３
月
11
日
の
震
災
で
被

災
さ
れ
た
方
々
に
、
心
か
ら
お
見
舞

い
と
お
悔
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

２
５
３
人
の
消
防
団
員
が
亡
く
な
ら

れ
た
こ
と
、
同
じ
消
防
団
と
し
て
大

変
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
視
察
で
塩
釜
市
へ
行
き
ま

し
た
。
復
興
は
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、

未
だ
震
災
の
爪
痕
は
残
っ
て
お
り
、

当
時
の
惨
劇
を
身
を
も
っ
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
消
防
団
と
し
て

も
、
災
害
に
備
え
て
の
対
策
を
更
に

練
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
東
日
本
大
震

災
ク
ラ
ス
の
地
震
が
発
生
す
る
と
、

当
然
常
備
消
防
だ
け
で
対
応
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
時
に
、
我
々
消
防
団
は

現
場
に
出
動
す
る
わ
け
で
す
が
、
住

民
皆
様
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
、

団
員
一
丸
と
な
っ
て
災
害
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
芳
町
消
防
団
に
は
強
い
絆
が
あ

り
ま
す
。
家
族
と
の
絆
、
仲
間
と
の

絆
、
そ
し
て
消
防
団
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
住
民
の
皆
様
方
と
の
強
い

絆
を
も
っ
て
災
害
に
負
け
な
い
町
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
住
民
の
安
心
・
安
全

の
た
め
の
組
織
の
充
実
、
強
化
を
図

り
、
魅
力
あ
る
消
防
団
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

環
境
に
適
応
す
る
こ
と

〜
ホ
タ
ル
支
援
隊
と
女
性
消
防
団
〜

　

団
員
の
確
保
が
難
し
く
と
も
、
そ

う
い
っ
た
環
境
の
変
化
に
適
応
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　

団
員
不
足
と
い
う
問
題
を
抱
え
る

第
５
分
団
で
発
足
し
た
の
が
「
ホ
タ
ル

支
援
隊
」
で
す
。
特
定
の
災
害
（
特
に

昼
間
時
間
帯
）
に
出
動
す
る
団
員
と

し
て
、
平
成
19
年
に
消
防
団
Ｏ
Ｂ
10

名
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
今
活
躍
が
目
覚
ま
し

い
の
が
「
女
性
消
防
団
」
で
す
。
全

国
的
に
も
女
性
団
員
は
増
加
し
て
お

り
、
三
芳
町
に
お
い
て
も
平
成
18
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
６
名
の
団

員
が
「
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
」
を

生
か
し
、
防
災
の
為
の
広
報
活
動
や

救
命
救
急
の
講
習
会
な
ど
を
は
じ
め

と
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

災害に負けない　強い絆を

火の元、大丈夫？
～歳末特別警戒実施～

　2011年も、残すところあとわず

か。今年起こった三芳町での火災

は19件。対人口割合で見ると、２

市１町の

中で三芳

町が最も

火災の多

い地域と

なってい

ます。

　三芳町消防団では、12月28日に

歳末特別警戒の一環として「夜間巡

回警戒」を実施します。年末は生活

の繁忙に加え、季節柄火気を使用

する機会が多くなります。暖房器具

の周囲や火の元には十分気を付け、

よいお年をお迎えください。

平成23年 火災発生件数

三芳町 19件
富士見市 24件

ふじみ野市 21件

（11月中旬現在）

《編集者より》
消防団の皆さんをはじめ、消防署、その他多くの関係者の皆さんに多大なご協力をいただきました。本当にありがとうございました。
文中のデータは「消防年報」（入間東部地区消防組合本部発行）、「守れわがまち」（財団法人日本消防協会発行）を参考にしています。

第１分団

前
まえじま

島 健
けん じ

二さん

「急な出動時など、仕事をおい

ていかなくてはならないので、

家族の協力の大きさを感じます。

消防団は、しっかりやるところ

は大変ですが、普段付き合うこ

とがないような人と出会い、話

ができるのが楽しいです。」

普段は上富のタイヤ専業店

「ニューアタック三芳」の店長

を務める前島さん。実際に出動

した火事の現場で、消防団の仕

事は命がけだと感じたそうだ。

「煙と火の熱さには驚きました。

火事の恐ろしさを身近で体験し、

冷静になることの大切さ、そし

て、まずは火事を起こさないこ

とが重要だと感じました。」

緊急時には消防団として出動する消防団員の皆さん。

普段の仕事場にお邪魔し、消防団への想いを伺いました。

江原さんは、藤久保の「江原工

務店」２代目。消防団の活動と

聞いて、一番最初に浮かぶのは

操法大会とのこと。

「操法大会の練習は大変です。

仕事の後に、週２,３回の練習。

それに加え、決まった時間には

終わりません。でも、それが火

事の時の対応の基礎になり、団

員同士の団結力にも繋がってい

ると思います。」

消防団での経験は一つひとつが

勉強だと感じるという。

「一生付き合えるような人

との繋がりや普段できない

経験をすることができてい

ます。ただ、火事に関する

経験は少ない方が嬉しいで

すが。」

第4分団

江
えは ら

原 義
よしのり

則さん

上富で実家の農家を手伝う林さ

ん。女性消防団発足当時からの

メンバーだ。

「消防団には、父が入っていた

ので、小さいころから馴染みの

ある存在でした。地域に貢献し

たいと考えていたところ、ちょ

うど消防団の中に『女性消防

団』ができると聞き、入団しま

した。」

防災への広報活動はもちろん、

消防署で行われる応急救命の講

座も行う。

「ＡＥＤの使い方なども学べま

す。自分の身の回りで役立つこ

とですので、ぜひ参加してくだ

さい！」

女性消防団

林
はやし

 佳
よ し み

美さん
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消防団員

2つの顔▲消防団ポンプ車。ナンバープレートに秘密が…!


